
日案作成ソフトへのカリキュラムデータの準備について  

 

日案作成ソフトを使用する場合は、知多カリマネージャサポートページから２つのファ

イルをダウンロードしてください。  

・日案作成ソフト【小学校版】 .xlsm or 日案作成ソフト【中学校版】（ソフト本体） 

※日案作成ソフト本体は、初期化することで次年度も使い続けることが可能です。  

・R○日案用知多カリ【小学校】 .xlsx  or  R○日案用知多カリ【中学校】.xlsx 

（各学年知多カリデータ）  

※日案用知多カリは教科書が改訂されるたびに新しいデータがアップされます。  

※旧教科書を使用する場合は旧日案用知多カリをダウンロードしてください。  

展開しただけの状態では、日案作成ソフトには各学年のデータが入っていませんので、

作成する日案の学年に合わせてデータを入れる必要があります。日案作成ソフトに入れる

ためのデータが入っているのが、R○日案用知多カリです。  

使用開始までの手順を説明します。  

 

１ 日案ソフト【○学校版】.xlsm を開く。  

 

 

日案ソフト【小学校版】には、マクロが使われています。そのため、表が開く前に上

図のようなセキュリティ警告が出てきます。ここでは、右側の「コンテンツの有効化」

をクリックします。  

フ ァ イ ル が 開 け な か っ た と き の 対 処 法 

その１ 保護ビュー  

 

表が開く前に上図のようなセキュリティ警告が出てきたら、右側の「編集を有効にする」

をクリックします。  

その２ セキュリティ  リスク  

表が開く前に上図のようなセキュリティ警告が出てきたら、以下の手順でブロックを解

除してください。  

①日案作成ソフトのアイコンを

右クリックする。  

②「プロパティ」をクリックする。 

③「全般」をクリックする。  

④「許可する」にチェックを入れ

る。  

⑤「OK」をクリックする。  

 

 



その３ 「コンテンツの有効化」ボタンがない 

他の EXCEL ファイルが開かれている状態で日案作成ソ

フトを開こうとすると「コンテンツの有効化」が出てこ

ないことがあります。その際は、他の EXCEL ファイルを

閉じてから日案作成ソフトを開くようにしてください。  

 

 

 

２ 設定をする。  

設定画面の「取扱説明書」をクリックすると、設定の手順が表示されます。これを確

認して、設定を進めてください。  

 

最後まで設定して「知多カリ取込」をクリックすると、日案用知多カリ【○学校】か

ら必要なデータが取り込まれます。  

 

これで日案作成を進めることができます。  

通常使用する各週の日案の操作については、取説の「Ｃ .＜○学期＞シート」を見てく

ださい。  

また、独自に計画した単元・内容を反映させるためには、単元名や各時間の学習内容

を知多カリデータに追加・変更しておくと便利です。取説の「Ｂ .＜単元・内容＞シート」

を見てください。  

時間数の集計については、取説の「Ｄ .＜集計表＞シート」を見てください。  


